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志摩の人物史⑨

河
かわ

 原
はら

  悦
えつ

 人
じん

 （1898−1985）

明治31年磯部村に生まれる。京都絵画専門
学校（現、京都市立芸大）を卒業。京都市伏
見区に居を構え、日本画家として堂

どうもといんしょう

本印象に
師事し、堂本主宰の画塾「東

とうきゅうしゃ

丘社」の幹事を
永年にわたり勤める。文展・帝展・日展、院
展に合わせて計36回出品し、東丘社展には毎
年出品しました。昭和６年12月から制作した
「古事記絵巻」全21点は磯部郷土資料館が所
蔵しています。
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平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
を
11
月
30
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
22
日
間
の
会
期
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
平
成
24
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
の
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
８
件
、
一

部
改
正
７
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
合
計
32
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
６
人
が
活
発
な
議
論
を

展
開
し
ま
し
た
。

一般会計 主な補正予算 ※△は減額です。
•市民交流推進事業費　　　　・ ・・・・・・ 　　　１００万円

•国民健康保険特別会計繰出金・ ・・・・・・ 　　１６０６万円

•障害者自立支援給付事業　　・ ・・・・・・ 　　３７５７万円

•介護保険特別会計繰出金　　・ ・・・・・・ 　　　１８２万円

•子ども手当事務費　　　　　・ ・・・・・・ 　　　１１０万円

•扶助費　　　　　　　　　　・ ・・・・・・ ２億４５９０万円

•予防接種事業費　　　　　　・ ・・・・・・ 　　　６２１万円

•休日夜間応急診療所費　　　・ ・・・・・・ 　　　１０５万円

•病院事業会計負担金　　　　・ ・・・・・・ 　　　　　２億円

•水産振興補助金　　　　　　・ ・・・・・・ 　　　３２２万円

•観光施設整備費　　　　　　・ ・・・・・・ 　　２２１７万円

•道路維持費　　　　　　　　・ ・・・・・・ 　　　３５０万円

•道路整備交付金事業費　　　・ ・・・・・・ 　△２９００万円

•下水道事業特別会計繰出金　・ ・・・・・・ 　△１１０５万円

•消防団活動費　　　　　　　・ ・・・・・・ 　　　３９３万円

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会

12月補正予算（全体）
補正前（円） 補正後（円） 補正額（円）

一 般 会 計 250億4375万 255億7773万 5億3398万

特 別 会 計

国民健康保険 75億7445万 75億9051万 1606万
後期高齢者医療 11億6234万 11億6265万 31万
介護保険 56億7863万 56億9265万 1402万
住宅新築資金等貸付事業 1089万 1115万 26万
下水道事業 5億  237万 5億    66万 △171万

企 業 会 計
水 道 事 業

収益的支出 15億6586万 16億5543万 8957万
資本的支出 9億2752万 9億3400万 648万

市立国民健康
保険病院事業 収益的支出 16億7654万 16億4528万 △3126万

一般会計補正予算

5億3398万円を可決
　12月17日に議長を除く全議員により予算特別委員会を開催し、提案された一
般会計、特別会計（５会計）および企業会計（２会計）の補正予算について審査
しました。（委員長上村繁子・副委員長 濵口三代和）
　その結果、平成24年度一般会計予算は、歳入歳出それぞれ５億３３９８万円
を追加し、予算総額２５５億７７７３万円となりました。
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市
民
交
流
推
進
事
業
費

　

高
額
な
寄
附
が
あ
っ
た
た

め
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に

積
み
立
て
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

　

単
価
改
正
や
利
用
料
の
増

加
に
伴
い
公
費
負
担
が
増
え

た
こ
と
に
よ
る
増
額
で
す
。

子
ど
も
手
当
事
務
費

　

23
年
度
実
績
に
基
づ
く
県

負
担
金
返
還
金
確
定
に
よ
る

増
額
で
す
。

扶
助
費

　

生
活
保
護
受
給
者
お
よ
び

医
療
扶
助
の
増
加
に
伴
う
実

績
お
よ
び
23
年
度
実
績
に
基

づ
く
国
庫
負
担
金
返
還
金
確

定
に
よ
る
増
額
で
す
。

予
防
接
種
事
業
費

　

法
改
正
に
よ
る
定
期
予
防

接
種
の
種
類
変
更
お
よ
び
単

価
改
正
に
よ
る
増
額
で
す
。

休
日
夜
間
応
急
診
療
所
費

　

昨
年
度
実
績
か
ら
、
現
在

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
在
庫

量
で
は
不
足
が
予
想
さ
れ
る

た
め
の
増
額
で
す
。

水
産
振
興
補
助
金

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
伴
う
津
波
に
よ
り
、
英
虞

湾
内
で
被
災
し
た
個
人
所
有

の
定
置
網
に
つ
い
て
、
今
後

は
三
重
外
湾
漁
業
協
同
組
合

が
定
置
網
を
取
得
・
設
置
し
、

自
営
で
事
業
を
行
う
こ
と
に

対
し
て
の
補
助
金
、
お
よ
び
、

県
が
推
進
す
る
南
部
地
域
活

性
化
基
金
を
活
用
し
、
副
収

入
対
策
と
し
て
三
重
外
湾
漁

業
協
同
組
合
が
行
う
耕
作
放

棄
地
を
利
用
し
た
漁
業
の
担

い
手
育
成
事
業
に
対
す
る
補

助
金
で
す
。

観
光
施
設
整
備
費

　

大
王
崎
観
光
駐
車
場
整
備

に
伴
う
用
地
購
入
費
、
看
板

の
修
繕
料
、
登
記
関
係
経
費

と
し
て
の
計
上
で
す
。

道
路
維
持
費

　

台
風
な
ど
の
被
害
に
伴
う

修
繕
箇
所
の
増
加
に
よ
る
道

路
維
持
工
事
費
と
道
路
補
修

原
材
料
費
の
増
額
で
す
。

道
路
整
備
交
付
金
事
業
費

　

国
費
配
分
の
減
額
に
よ
り

鵜
方
立
神
線
道
路
整
備
工
事

費
を
減
額
し
ま
す
。

消
防
団
活
動
費

　

台
風
17
号
を
は
じ
め
、
風

水
害
や
行
方
不
明
者
捜
索
な

ど
消
防
団
員
の
出
動
機
会
が

増
加
し
た
こ
と
に
伴
う
一
般

経
費
、
報
酬
等
経
費
の
増
額
、

お
よ
び
、
消
防
自
動
車
可
搬

ポ
ン
プ
の
老
朽
化
に
よ
る
修

繕
が
必
要
な
た
め
の
増
額
で

す
。

契約の目的 契約金額 契約の相手方
建 築 工 事 ５億８６００万円 石吉・坂下特定建設工事共同企業体
電 気 設 備 工 事 １億８１８２万円 トーエネック・山川特定建設工事共同企業体
機 械 設 備 工 事 １億５１２９万円 日本ファシリオ・出馬電機特定建設工事共同企業体

　磯部町三ヶ所地内に計
画している志摩市火葬場
建設にかかる請負契約の
締結について、建築工事・
電気設備工事・機械設備
工事を下記のとおり可決し
ました。
　それぞれの工事の工期
は、平成26年3月20日です。

火葬場建設事業
工事請負契約締結を可決

完成予想図
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問　

条
例
に
特
定
の
個
人
の

名
前
を
載
せ
る
に
は
、
そ

れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の

か
。

答　

伊
東
り
き
は
、
『
志
摩

町
史
』
や
『
三
重
の
女
性

史
』
で
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
、
志
摩
町
片
田
出
身
の

方
で
す
。
明
治
22
年
に
24

歳
で
単
身
ア
メ
リ
カ
へ
渡

り
、
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
で
、

日
本
人
の
助
産
婦
の
一
号

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

志
摩
市
男
女
共
同
参
画

推
進
懇
話
会
委
員
か
ら
志

摩
ら
し
さ
や
特
色
を
生
か

し
て
条
例
を
作
り
た
い
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、
伊
東
り
き
の

紹
介
が
良
い
で
あ
ろ
う
と

い
う
多
く
の
意
見
を
い
た

だ
き
、
前
文
に
取
り
上
げ

ま
し
た
。

問　

山
田
地
区
に
は
他
に
も

集
会
所
が
あ
る
の
で
は
。

答　

地
域
改
善
事
業
で
建
て

た
山
田
集
会
所
と
区
が
自

費
で
建
て
た
山
田
公
民
館

が
あ
り
ま
す
が
、
規
模
が

小
さ
く
、
区
事
務
所
と
区

民
全
員
が
会
す
る
際
は
、

地
元
の
お
寺
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

問　

新
セ
ン
タ
ー
と
地
域
改

善
事
業
の
集
会
所
が
市
の

施
設
で
す
が
、
新
セ
ン
タ

ー
が
建
つ
な
ら
、
一
ヵ
所

で
良
い
の
で
は
。

答　

規
模
的
に
集
会
所
は
小

さ
く
、
目
的
・
用
途
が
違

い
ま
す
。
新
セ
ン
タ
ー
は
、

一
般
の
市
民
の
皆
さ
ん
も

広
く
、
多
用
途
に
利
用
で

き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
並
行
し
て

市
の
施
設
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
利

用
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

常任委員会の審査　から

○ 男女共同参画推進条例の制定について　　　　　　　　　　　　・・・・・・（賛成全員）
　  男女が個人としての能力と個性を生かしながら、自らの意思によって社会のあらゆる分野に参画し、
　  お互いに思いやりをもって支え合い、責任を分かち合う男女共同参画社会の実現を目指すために制定。

○ コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正について・・・（賛成全員）
　  布施田コミュニティセンターおよび山田コミュニティセンターの整備に伴う一部改正。

○ 指定管理者の指定について（うらじろ集会所）　　　　　　　　　・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定について（迫子コミュニティセンター大崎会館）・・・・・（賛成多数）
○ 指定管理者の指定について（桧山路生涯学習センター）　　　　　・・・・・（賛成全員）
○ 指定管理者の指定について（塩屋生涯学習センター）　　　　　　・・・・・（賛成多数）
　  平成22年４月からの指定管理期間満了に伴い、引き続き各地区の自治会が平成25年４月から平成28年３月
　  まで指定管理する。

―   主 な 質 疑   ―

伊
東
り
き

男
女
共
同
参

画
推
進
条
例

前
文
で
紹
介

山
田
地
区
に

新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
建
設

総務財政常任委員会（６件）

12月12日に総務財政委員会（委員長 森　昶、副委員長 髙岡英史）、13日・18日に教育民生常任委員会（委員長 小河光昭、副委員長 谷口　覚）、
14日に産業建設常任委員会（委員長 杉本三八一、副委員長 福田和義）を開会し、各委員会に付託された案件について、それぞれ審査しました。

― 付託案件･主な質疑 ―

施設名 所在地 指定管理者となる団体
うらじろ集会所 阿児町神明1141番地3 神明自治会
迫子コミュニティセンター大崎会館 浜島町迫子2594番地10 大崎自治会
桧山路生活学習センター 磯部町桧山路96番地2 桧山路区
塩屋生活学習センター 浜島町塩屋200番地 塩屋地区自治会
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問　

長
沢
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
造
っ

た
目
的
が
あ
る
と
思
う
。
何
か
が
決

ま
っ
た
か
ら
「
あ
そ
こ
が
丁
度
い
い
。

そ
こ
へ
持
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ

と
で
良
い
の
か
。

答　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
潰
す
こ
と
は
本

当
に
心
苦
し
い
で
す
が
、
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
施
設
、
砦
と
し
て

消
防
署
を
造
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

当
初
か
ら
グ
ラ
ン
ド
デ
サ
イ
ン
を

示
し
て
説
明
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い

る
が
「
道
広
げ
た
」
「
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
代
替
え
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
先

走
り
、
ど
う
い
う
か
た
ち
に
し
て
い

く
の
か
説
明
が
さ
れ
て
い
な
い
。

答　

約
１
万
４
千
㎡
の
内
、
消
防
署
は

３
分
の
２
に
あ
た
る
と
い
う
絵
を
書

い
て
い
ま
す
。
残
り
の
３
分
の
１
は

東
海
幼
保
園
で
す
が
、
甲
賀
口
に
民

間
保
育
所
が
で
き
る
た
め
、
し
ば
ら

く
現
状
の
と
お
り
公
園
と
し
て
残
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

常任委員会の審査　から

○ 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に係る基準に関する条例の制定について・・・（賛成全員）
　  「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（以
　  下、地域主権一括法）」による介護保険法などの一部改正に伴い、指定地域密着型サービスについて、
　  人員、設備および運営に係る基準を地域の実情に合わせて定めるために制定。

○ 指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービス
　 に係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する条例の制定について・・・（賛成全員）
　  地域主権一括法による介護保険法などの一部改正に伴い、介護予防サービスについて、人員、設備
　  および運営に係る基準および介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準を地域の実情に合わ
　  せて定めるために制定。

○ 幼稚園条例の一部改正について　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・（賛成全員）
　  休園中の浜島幼稚園迫塩分園および船越幼稚園を条例から削除し、閉園とするための一部改正。

○ 社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について　　・・・・・（継続審査）
　  志摩広域消防組合消防本部等整備事業の実施に伴い、長沢多目的広場を削除し、今年度末に廃校と
　  なる船越中学校のグラウンドを志摩市船越社会体育グラウンドとして追加するための一部改正。

○ 指定管理者の指定について（志摩総合スポーツ公園、志摩Ｂ＆Ｇ海洋センター）・・・（賛成全員）
　  志摩スポーツクラブが平成25年４月から平成28年３月まで指定管理する。

―
主
な
質
疑
―

教育民生常任委員会（５件）

12月12日に総務財政委員会（委員長 森　昶、副委員長 髙岡英史）、13日・18日に教育民生常任委員会（委員長 小河光昭、副委員長 谷口　覚）、
14日に産業建設常任委員会（委員長 杉本三八一、副委員長 福田和義）を開会し、各委員会に付託された案件について、それぞれ審査しました。

施設名 所在地 指定管理者となる団体
志摩総合スポーツ公園 志摩町布施田1103番地

志摩スポーツクラブ
志摩Ｂ＆Ｇ海洋センター 志摩町布施田1101番地

社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について
は継続審査としました

　審査をしたところ、内容に不明瞭な点があり、議会への説明が十分になされないため、その重要
性により、なお審査検討を要するとして、今委員会での採決は行わず継続審査としました。

継続審査：提案された本会議の会期中には結論を出すことができない場合に、議会の議決によって、会期が終了し
　　　　　た閉会後も引き続いて委員会で審査・調査を行うことです。

※
本
案
件
は
12
月
21
日
に
撤

回
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後

の
継
続
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
撤
回
：
案
件
の
提
出
後
、
そ
の
案
件
の

　
　
　
　

全
部
を
取
り
下
げ
る
こ
と
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問　

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
１
つ

だ
と
思
う
。
駐
車
場
を
整

備
す
る
だ
け
で
は
、
従
来

と
何
も
変
わ
ら
な
い
。
周

辺
も
含
め
た
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
、
観
光
振
興
策
は

な
い
の
か
。

答　

大
王
崎
一
帯
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
的
な
考
え
を

し
っ
か
り
持
っ
て
集
客
に

努
め
ま
す
。
駐
車
場
を
市

が
運
営
す
る
こ
と
で
、
灯

台
な
ど
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
更

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

現
道
改
良
な
ど
に
予
算

が
必
要
に
な
る
の
か
。

答　

道
路
の
新
設
も
道
路
構

造
令
適
用
の
道
路
は
補
助

対
象
の
道
路
が
原
則
で
、

市
単
独
事
業
の
道
路
は
適

用
外
で
す
。

問　

磯
部
町
に
は
河
川
法
の

適
用
さ
れ
な
い
普
通
河
川

が
何
十
本
も
あ
る
。
も
う

一
度
、
普
通
河
川
・
準
用

河
川
の
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　

普
通
河
川
は
、
浜
島
29

本
、
阿
児
31
本
、
磯
部
59

本
。
距
離
は
約
76
㎞
で
す
。

平
成
16
年
ま
で
に
国
か
ら

譲
与
さ
れ
て
か
ら
市
で
日

常
管
理
と
権
利
関
係
の
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

準
用
河
川
、
普
通
河
川

（
法
定
外
公
共
物
の
水
路

含
む
）
が
指
定
さ
れ
た
の

は
昭
和
52
～
53
年
頃
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以

降
、
家
の
建
ち
並
び
や
河

川
の
機
能
も
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
見
直
し

も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

○ 大王崎観光駐車場の設置及び管理に関する条例の制定について　　・・・・・（賛成全員）
　  大王埼灯台を訪れる観光客のための大型バス駐車スペースの確保のため、波切水産加工業協同組合
　  が運営している駐車場を市が購入し、運営するために制定。

○ 道路構造の技術的基準等を定める条例の制定について　　　　　　・・・・・（賛成全員）
　  地域主権一括法による道路法の一部改正に伴い、市が管理する道路の構造の技術的基準について政
　  令を参酌し、管理上必要とされる一般的な技術的基準を新しく定めるために制定。

○ 準用河川管理施設等の構造の技術的基準等を定める条例の制定について・・・（賛成全員）
　  地域主権一括法による河川法の一部改正に伴い、市が管理する準用河川の構造の技術的基準につい
　  て政令を参酌し、管理上必要とされる一般的な技術的基準を新しく定めるために制定。

○ 布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 関する条例の制定について・・・（賛成全員）
　  地域主権一括法による水道法の一部改正に伴い、布設工事監督者と水道技術管理者の資格基準を定
　  めるために制定。

○ 公共下水道の構造等の基準を定める条例の制定について　　　　　・・・・・（賛成全員）
　  地域主権一括法による下水道法の一部改正に伴い、公共下水道の構造、維持管理の基準を市の現状
　  に合わせて定めるために制定。

○ 都市公園条例の一部改正について　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・（賛成多数）
　  地域主権一括法による都市公園法の一部改正に伴い、都市公園および特定公園施設の設置基準につ
　  いて定めるための一部改正。

―   主 な 質 疑   ―

大
王
崎
周
辺
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

道
路
構
造
の
技
術
的
基
準

新
た
な
予
算
は
必
要
か

河
川
法
が
適
用
さ
れ
な
い

普
通
河
川
の
見
直
し
は

産業建設常任委員会（６件）

減額前の月額 減額割合 減額後の月額

市　長 900,000円 20％ 720,000円

副市長 700,000円   5％ 665,000円

教育長 600,000円   5％ 570,000円

市長、副市長、教育長

給料を減額！
　 平成24年10月31日 か ら 平 成 28年10月
30日までの間、市長の給料を20％、副市
長の給料を５％、教育長の給料を５％減
額して支給します。
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議 案 の 審 議 結 果 一 覧 表
議　　案　　名 議決結果

賛成 反対

承認第 7 号 専決処分の承認を求めることについて（平成24年度一般会計補正予算（第５号）について） 賛成全員

議案第90号 男女共同参画推進条例の制定について 賛成全員

議案第91号 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に係る基準に関する条例の制定について 賛成全員

議案第92号 指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する条例の制定について 賛成全員

議案第93号 大王崎観光駐車場の設置及び管理に関する条例の制定について 賛成全員

議案第94号 道路構造の技術的基準等を定める条例の制定について 賛成全員

議案第95号 準用河川管理施設等の構造の技術的基準等を定める条例の制定について 賛成全員

議案第96号 布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定について 賛成全員

議案第97号 公共下水道の構造等の基準を定める条例の制定について 賛成全員

議案第98号 市長及び副市長の給与及び旅費に関する条例の一部改正について 賛成全員

議案第99号 教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の一部改正について 賛成全員

議案第100号 幼稚園条例の一部改正について 賛成全員

議案第101号 社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 撤回

議案第102号 コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正について 賛成全員

議案第103号 暴力団排除条例の一部改正について 賛成全員

議案第104号 都市公園条例の一部改正について 賛成全員

議案第105号 平成24年度一般会計補正予算（第６号）について 賛成多数 19 1

議案第106号 平成24年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 賛成全員

議案第107号 平成24年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 賛成多数 18 2

議案第108号 平成24年度介護保険特別会計補正予算（第２号）について 賛成全員

議案第109号 平成24年度住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）について 賛成多数 19 1

議案第110号 平成24年度下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 賛成全員

議案第111号 平成24年度水道事業会計補正予算（第１号）について 賛成多数 17 3

議案第112号 平成24年度国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号）について 賛成全員

議案第113号 指定管理者の指定について（うらじろ集会所） 賛成全員

議案第114号 指定管理者の指定について（迫子コミュニティセンター大崎会館） 賛成全員

議案第115号 指定管理者の指定について（桧山路生涯学習センター） 賛成全員

議案第116号 指定管理者の指定について（塩屋生涯学習センター） 賛成全員

議案第117号 指定管理者の指定について（志摩総合スポーツ公園、志摩Ｂ＆Ｇ海洋センター） 賛成全員

議案第118号 工事請負契約の締結について（火葬場建設事業　建築工事） 賛成全員

議案第119号 工事請負契約の締結について（火葬場建設事業　電気設備工事） 賛成全員

議案第120号 工事請負契約の締結について（火葬場建設事業　機械設備工事） 賛成全員

選挙第 8 号 選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について 賛成全員

選　挙 選
挙
管
理
委
員

西村　　仁（阿児町）
濱岡　宏俊（大王町）
羽根ゆた子（磯部町）
平賀みよの（志摩町）

同
補
充
員

井上　　司（浜島町）
城山とし子（阿児町）
西　　和久（磯部町）
濱口　敏久（大王町）

　選挙管理委員および同補充員に、そ
れぞれ次の方々が決まりました。
　（敬称略）
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子育て支援の
推進へ

問　

携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
な
ど
の
使
用
済
み
の

小
型
家
電
に
含
ま
れ
る
、
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
貴
金
属
、
レ

ア
メ
タ
ル
な
ど
、
小
型
家
電

に
つ
い
て
は
、
本
市
に
あ
っ

て
は
、
資
源
で
は
な
く
不
燃

ご
み
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
小
型
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
に
向

け
て
、
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
へ
の
取
り
組
み
を
し
て

は
ど
う
か
。

市
長　

小
型
家
電
の
み
の
回

収
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

他
の
自
治
体
の
動
向
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　

先
の
通
常
国
会
で
「
子

ど
も
子
育
て
関
連
３
法
」
が

成
立
し
た
。
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
制

度
運
用
は
、
市
が
重
要
な
役

割
を
担
う
。
平
成
27
年
度
施

行
に
向
け
て
の
取
り
組
み
、

明
年
度
予
算
の
確
保
な
ど
、

国
の
動
向
を
見
な
が
ら
で
き

る
限
り
、
円
滑
か
つ
速
や
か

に
新
制
度
が
導
入
で
き
る
よ

う
、
万
全
の
準
備
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

子
ど
も
子
育
て
関
連

３
法
は
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
、
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
の
実
現
に
、
社
会

全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
課
題
で
あ
り
、

認
定
子
ど
も
園
制
度
の
改
善

な
ど
、
質
の
高
い
幼
児
期
の

学
校
教
育
・
保
育
の
総
合
的

な
提
供
、
地
域
の
子
ど
も
子

育
て
支
援
の
充
実
を
目
指
し

ま
す
。

　

こ
の
新
た
な
事
業
計
画
は
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
、

国
お
よ
び
地
方
の
恒
久
財
源

の
確
保
が
前
提
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
国
の
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
た

い
。

健
康
福
祉
部
長　

ニ
ー
ズ
調

査
の
実
施
経
費
、
子
ど
も
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

経
費
に
つ
い
て
は
、
国
の
政

局
の
動
き
を
見
極
め
な
が
ら
、

必
要
な
時
期
を
見
な
が
ら
計

上
を
行
な
い
た
い
。

問　

介
護
保
険
制
度
の
中
で
、

福
祉
用
具
購
入
費
お
よ
び
住

宅
改
修
費
に
つ
い
て
本
市
は

償
還
払
い
の
み
の
運
用
だ
が

受
領
委
任
払
い
を
導
入
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
長　

負
担
は
、
初
め
か
ら

１
割
分
で
あ
る
ほ
う
が
利
用

者
に
と
っ
て
は
使
い
や
す
い

と
考
え
ま
す
。
導
入
に
つ
い

て
は
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

省
エ
ネ
対
策
と
財
政
負

担
軽
減
の
た
め
、
リ
ー
ス
方

式
に
よ
る
公
共
施
設
へ
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
す
る
考
え

は
な
い
か
。

市
長　

リ
ー
ス
方
式
に
よ
り
、

全
て
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
た
場
合
は
、
全
国
の
事
例

を
見
る
と
１
灯
当
た
り
の
設

置
経
費
が
抑
え
ら
れ
る
が
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
、
現
状
で

は
部
品
交
換
で
き
る
も
の
が

少
な
く
、
10
年
に
一
度
器
具

一
式
を
交
換
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
今
後
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
普
及

に
伴
い
、
器
具
の
価
格
低
下

公
共
施
設
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
へ

住
宅
改
修
・
福
祉
用
具

購
入
で
の
受
領
委
任

払
い
の
導
入
を

「小型家電リサイクル法」の
成立に向けて

議員
中 川 弘 幸 6

議
員
が
一
般
質
問

市
政
の
こ
こ
を
聞
く
！

も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
修
繕
な
ど
に
関

し
て
、
市
内
の
事
業
者
へ
の

委
託
業
務
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
を
総
合
的
に
判
断
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
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問　

見
直
し
を
行
う
「
財
政

健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
作
業
進
捗
状
況
と

行
政
・
市
民
が
一
体
と
な
っ

て
行
財
政
改
革
を
討
議
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
る

「
志
摩
市
財
政
健
全
化
会
議
」

の
概
要
を
問
う
。「
志
摩
市
観

光
振
興
基
本
計
画
」
の
策
定

は
い
つ
に
な
る
か
。

市
長　

１
年
度
前
倒
し
し
て
、

25
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
行
政
と
市
民
の
協

働
で
「
篠
山
再
生
計
画
」
を

策
定
し
、
成
果
を
上
げ
て
い

る
篠
山
市
の
財
政
健
全
化
へ

の
取
り
組
み
を
参
考
に
「
志

摩
市
財
政
健
全
化
会
議
」
を

新
年
度
設
置
に
向
け
検
討
し

て
い
る
。「
観
光
振
興
基
本

計
画
」
は
、
本
年
度
中
の
完

成
予
定
で
、
５
年
間
の
計
画

で
、
目
標
年
度
は
平
成
29
年

度
、
毎
年
度
点
検
、
３
年
目

が
見
直
し
年
度
で
す
。

り
組
み
ま
す
。

問　

即
戦
力
と

な
る
「
防
災
隣

組
」
の
仕
組
み

を
構
築
し
、
自

助
・
近
助
・
共

助
・
公
助
の
形

を
、
防
災
減
災

対
策
手
段
と
し

て
自
主
防
災
組

織
を
つ
く
る
考

え
は
な
い
か
。

ま
た
、
防
災
備

品
、
資
材
な
ど

の
在
庫
管
理
や

　
　
　
　
　

運
用
体
制
は
万

　
　
　
　
　

全
か
。

総
務
部
長　

「
防
災
隣
組
」

「
近
助
」
の
事

は
、
自
治
会
連

合
会
で
相
談
、

協
議
し
ま
す
。

備
品
、
資
材
な

ど
の
管
理
、
有

効
活
用
は
、
避

難
所
な
ど
の
見

直
し
後
に
、
災

害
時
に
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
、

避
難
所
な
ど
へ

分
散
し
た
備
蓄

も
考
え
て
い
ま
す
。
管
理
に

も
万
全
を
期
し
た
い
。

市長公約
「更なる財政健全化の

継続と進展」
のステップは

「市の防災・減災対策事業」
をスピードアップ加速すべき

畔
名
地
区
津
波
避
難
タ
ワ
ー

海
抜
５
ｍ
に
あ
る
甲
賀
小
学
校

議員
森 昶

問　

市
長
公
約
の
柱
で
あ
る

「
防
災
・
減
災
対
策
の
環
境
整

備
事
業
」
の
現
状
と
進
捗
状

況
を
問
う
。

市
長　

行
政
内
部
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
、
志
摩
市
防
災

対
策
等
推
進
委
員
会
設
置
要

綱
を
制
定
し
、
今
後
、
全
庁

的
な
防
災
対
策
に
つ
い
て
の

協
議
を
進
め
ま
す
。
小
地
域

の
支
え
合
い
づ
く
り
を
進
め

て
、
地
域
の
福
祉
力
、
防
災

力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
防
災
力
向
上
の
た

め
に
、
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
研
修
会
を
継
続
的
に

実
施
し
ま
す
。

　

環
境
整
備
計
画
の
概
要
は
、

今
年
度
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
。
避
難
案
内
看

板
・
誘
導
案
内
板
の
設
置
を

行
う
。
避
難
路
は
、
現
地
確

認
し
て
順
次
整
備
を
行
い
、

新
・
避
難
路
の
発
掘
は
、
タ

ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
中
で

確
認
し
た
い
。
浜
島
地
区
の

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
と
、

国
府
地
区
に
防
災
倉
庫
を
兼

ね
た
避
難
施
設
の
建
設
を
行

い
ま
す
。
避
難
が
困
難
な
地

域
に
は
、
造
成
場
所
の
選
定

を
含
め
、「
命
山
の
造
成
」
の

検
討
を
行
い
ま
す
。
公
共
施

設
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
協
会

な
ど
を
通
じ
て
、
民
間
の
市

内
宿
泊
施
設
の
避
難
所
活
用

を
働
き
か
け
た
い
。
自
助
・

共
助
の
実
践
力
向
上
の
為
に
、

防
災
技
術
指
導
員
を
引
き
続

き
設
置
し
、
市
民
啓
発
に
力

を
入
れ
ま
す
。
保
護
者
や
地

域
の
方
々
か
ら
要
望
の
あ
っ

た
、
阿
児
町
東
部
地
区
の
沿

岸
低
地
に
位
置
す
る
小
学
校

を
、
環
境
整
備
の
重
要
施
策

と
し
て
、
仮
称
「
東
海
小
学

校
」
の
高
台
へ
新
築
移
転
す

る
方
向
で
、
早
い
段
階
で
取
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稼
げ
る
里
海
創
生

ア
ワ
ビ
の
放
流
事
業
に
つ
い
て
問
う

問　

学
校
統
合
に
よ
り
、
平

成
25
年
４
月
か
ら
船
越
塩
田

岡
団
地
か
ら
大
王
中
学
校
へ

の
自
転
車
通
学
路
と
な
る
道

路
は
、
県
の
中
山
間
事
業
で

整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
側
溝

の
蓋
は
所
々
で
あ
り
、
車
と

の
接
触
や
側
溝
へ
の
転
落
が

心
配
さ
れ
る
。
現
状
を
改
善

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

こ
の
農
道
は
現
在
、

市
に
移
管
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

議員
山 際 　 優

が
、
今
年
度
中
に
県
か
ら
市

に
移
管
さ
れ
る
予
定
で
準
備

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
市
に

移
管
さ
れ
た
時
点
で
、
市
道

の
区
域
変
更
を
行
い
、
側
溝

蓋
の
設
置
と
除
草
な
ど
を
含

め
た
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。　

※　

他
に
、
浄
化
槽
か
ら
の

　

排
水
基
準
と
防
潮
扉
の
管

　

理
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

　

た
。

平成25年度予算編成方法と
行財政改革について問う

自転車通学路
の整備に
ついて問う

問　

25
年
度
予
算
編
成
方
法

と
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
問

う
。

市
長　

平
成
18
年
度
か
ら
人

件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
を
除
い
た

す
べ
て
の
事
務
事
業
を
枠
配

分
の
対
象
と
し
た
「
枠
配
分

方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
25
年
度
以
降
の

予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
統
廃
合
や
火
葬
場
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
に

係
る
負
担
金
な
ど
、
大
型
公

共
事
業
が
組
み
込
ま
れ
、
そ

れ
ら
を
含
め
た
政
策
的
、
投

資
的
経
費
を
適
切
に
各
部
局

へ
配
分
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
た
こ
と
や
、
部
局

単
位
で
の
査
定
よ
り
、
市
全

体
の
中
で
各
事
業
を
査
定
し

た
ほ
う
が
、
効
果
的
な
優
先

順
位
づ
け
が
で
き
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
新
規
の
ソ
フ
ト
事

業
お
よ
び
投
資
的
経
費
を
枠

配
分
か
ら
除
き
、
一
件
査
定

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

一
件
査
定
で
は
事
業
の
緊

急
性
、
必
要
性
、
後
年
度
の

財
政
負
担
等
を
考
慮
し
査
定

し
ま
す
。

問　

兵
庫
県
篠
山
市
の
行
財

問　

ア
ワ
ビ
の
放
流
数
を
増

や
す
た
め
に
、
海
女
さ
ん
た

ち
が
ア
ワ
ビ
の
購
入
を
計
画

し
た
場
合
、
市
は
補
助
金
の

増
額
を
す
る
か
。

市
長　

安
定
し
て
稼
げ
る
里

海
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

管
理
型
漁
業
を
推
進
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

中
で
も
、種
苗
放
流
は
、重

要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
、

平
成
25
年
度
予
算
に
お
い
て
、

政
改
革
の
方
策
に
つ
い
て
、

視
察
研
修
さ
れ
た
副
市
長
の

感
想
を
聞
く
。

副
市
長　

本
年
５
月
に
財
政

課
職
員
と
篠
山
市
を
訪
問
し
、

話
を
聞
き
、
大
い
に
参
考
に

な
る
改
革
の
方
策
が
示
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
特

に
、
市
民
の
目
線
か
ら
財
政

再
建
を
果
た
す
た
め
に
、
篠

山
再
生
市
民
会
議
を
設
立
し
、

計
画
を
取
り
ま
と
め
た
点
で

す
。
当
市
の
財
政
健
全
化
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見

直
し
作
業
の
参
考
に
し
た
い

で
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
が

で
き
な
い
か
検
討
し
て

お
り
、
補
助
金
の
上
乗

せ
か
、
現
物
支
給
に
な

る
の
か
、
現
時
点
で
は

決
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

予
算
審
議
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

中
山
間
事
業
で
整
備
さ
れ
た
道
路

放流用稚アワビ
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どうなる　市長の公約
議員

坂 口 　 洋

問　

今
回
の
市
長
選
結
果
を
、

市
長
自
身
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

市
長　

私
が
再
選
を
果
た
せ

た
大
き
な
要
因
は
、
ま
ず
、

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
の
実
績

が
市
民
の
皆
様
に
評
価
し
て

い
た
だ
け
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
２
期
目
の
公
約
で
、

他
の
候
補
者
の
公
約
に
比
べ
、

よ
り
具
体
的
で
地
域
特
性
を

生
か
し
た
活
性
化
の
政
策
と

し
て
新
し
い
里
海
創
生
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
訴
え
た
こ

と
。
そ
の
思
い
が
有
権
者
の

方
々
に
伝
わ
り
、
ご
理
解
い

た
だ
け
た
結
果
と
感
じ
て
い

ま
す
。

問　

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、

消
防
団
員
の
拡
充
を
公
約
し

て
い
る
が
、
現
状
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。
来
年
度
何
か

ら
始
め
る
の
か
。

市
長　

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
実
施
し
、
35
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
共
助
の
要

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を

継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
考

え
で
す
。
消
防
団
の
役
割
は

以
前
に
も
増
し
て
重
要
に
な

っ
て
お
り
、
消
防
団
を
取
り

巻
く
環
境
整
備
を
、
団
員
の

安
全
確
保
の
た
め
に
進
め
ま

す
。
細
分
化
さ
れ
て
い
る
分

団
の
統
合
に
つ
い
て
も
各
方

面
隊
と
協
議
を
重
ね
て
い
ま

す
。

問　

消
防
団
詰
所
な
ど
の
見

直
し
に
つ
い
て
の
調
査
・
検

討
の
経
過
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

津
波
被
害
が
想
定
さ

れ
る
詰
所
や
格
納
庫
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
15

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
施

設
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
り
、
施
設
横
断
型
の
面
と

し
て
の
総
合
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
考
案
す
る
こ
と
で
、
里
海

学
舎
と
し
て
多
く
の
人
に
活

用
さ
れ
る
場
を
提
供
す
る
取

り
組
み
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

に
よ
る
地
域
の
仕
事
づ
く
り

に
つ
い
て
も
、
検
討
の
経
過

に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

市
独
自
の
リ
フ
ォ
ー

ム
制
度
に
つ
い
て
は
、
財
政

状
況
も
踏
ま
え
て
、
現
在
の

県
か
ら
の
補
助
事
業
に
よ
り
、

引
き
続
き
、
昭
和
56
年
以
前

の
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、
耐

震
診
断
を
受
け
、
耐
震
補
強

工
事
と
合
わ
せ
た
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

詰
所
、
12
格
納
庫
が
津
波
に

よ
る
浸
水
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
今
後
、
分
団
統
合
な
ど

も
合
わ
せ
、
高
台
移
転
を
検

討
し
ま
す
。

問　

里
海
学
舎
は
何
か
ら
始

め
る
の
か
。

市
長　

ま
ず
、
海
の
生
き
物

を
学
ん
だ
り
、
自
然
体
験
の

で
き
る
施
設
が
集
積
し
て
い

る
英
虞
湾
域
か
ら
構
築
を
し

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
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志摩市のスポーツ振興について
スポーツ都市宣言は

問　

任
期
４
年
の
間
に
ス
ポ

ー
ツ
都
市
宣
言
を
す
る
か
。

市
長　

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

を
視
野
に
入
れ
て
の
志
摩
市

の
活
性
化
に
努
め
て
い
き
た

い
。
私
の
任
期
内
、
前
半
ぐ

ら
い
に
は
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣

言
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
に

向
け
て
の
方
向
性
や
進
め
方

に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

市
長　

ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

を
す
る
た
め
に
は
、
大
型
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
ば

か
り
で
は
な
く
、
各
大
学
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
受
け

入
れ
る
施
設
な
ど
の
環
境
整

備
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
、
観
光
客
の
方
々
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
構
築
し
て
い
く
必

要
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
検

討
を
し
た
か
。

市
長　

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
構
想
を
検
討
し
た
結
果
、

受
け
皿
と
な
る
民
間
の
組
織

問　

三
重
国
体
に
向
け
て
の

取
り
組
み
で
、
会
場
希
望
調

査
に
対
す
る

市
の
対
応
は
。

教
育
部
長　

志
摩
市
と
し

て
は
、
選
定

基
準
の
条
件

を
精
査
し
た

上
で
、
１
番

目
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
２

番
目
に
ゴ
ル

フ
を
要
望
し

て
い
き
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

平
成
25
年
度
の
予
算
編

成
と
財
政
計
画
に
つ
い
て
、

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問　

志
摩
市
は
、
ビ
ー
チ
を

生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
ス
ポ

ー
ツ
都
市
宣
言
に
む
け
て
、

加
え
る
こ
と
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
が
、
ビ
ー
チ
の
整
備

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
問

う
。

市
長　

海
岸
清
掃
に
つ
い
て

も
、
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う

な
体
制
も
整
え
て
い
き
な
が

ら
、
ビ
ー
チ
を
使
用
し
た
ス

ポ
ー
ツ
も
、
誘
致
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
的
な

課
を
設
置
し
て
、
三
重
国
体

に
向
か
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
を

問
う
。

市
長　

関
連
部
局
の
中
で
担

当
職
員
を
張
り
つ
け
て
、
部

局
を
ま
た
が
っ
て
、
く
み
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

25
年
度
の
予
算
予
定
見
込
み

額
は
。
ま
た
、
財
政
調
整
基

金
は
崩
さ
な
い
予
算
編
成
を

行
う
の
か
、
確
認
す
る
。

市
長　

平
成
25
年
度
の
予
算

編
成
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な

る
歳
出
削
減
を
実
施
し
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
財
政
調

整
基
金
を
取
り
崩
さ
な
い
方

針
で
挑
み
ま
す
。
地
方
税
の

見
込
み
額
は
、
前
年
度
比
約

３
０
０
０
万
円
増
の
約
54
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問　

12
月
補
正
後
の
地
域
振

興
基
金
残
高
、
財
政
調
整
基

金
残
高
、
合
併
特
例
債
合
計

額
は
。

市
長　

地
域
振
興
基
金
残
高

は
、
約
33
億
２
４
０
０
万
円
、

財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
約

24
億
２
２
０
０
万
円
、
合
併

特
例
債
借
り
入
れ
総
額
は
、

約
１
７
６
億
５
０
０
０
万
円

と
な
り
ま
す
。

新
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て
問
う

議員
小 河 光 昭

三重国体に向けての
取組みは

ササユリカップ
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問　

決
算
の
総
括
と
今
後
の

課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
長　

23
年
度
決
算
は
総
合

的
に
歳
入
一
般
財
源
が
減
少

し
、
経
常
経
費
が
増
え
過
去

最
高
額
に
な
っ
た
が
、
投
資

的
経
費
が
大
幅
に
減
少
し
た

た
め
、
財
政
調
整
基
金
を
積

み
増
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
23
年
度
決
算
の
特
徴

で
、
以
降
は
厳
し
い
財
政
運

営
が
到
来
す
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
26
年
度
の

財
政
計
画
の
見
直
し
に
合
わ

せ
て
、行
政
・
市
民
が
一
体
と

な
り
策
定
す
る
財
政
健
全
化

計
画
が
不
可
欠
で
あ
り
、
さ

ら
に
健
全
化
へ
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
の
意
見

書
で
は
23
年
度
の
決
算
に
限

っ
て
言
え
ば
、
行
財
政
改
革

が
進
ん
で
歳
出
削
減
が
行
わ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
言
っ

た
も
の
で
、
長
期
的
な
視
点

か
ら
行
財
政
改
革
が
進
ん
で

い
な
い
と
指
摘
し
た
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

「平成23年度決算」の総括と
審査意見について見解は

議員
西 﨑 甚 吾

問　

編
成
方
式
が
変
る
25
年

度
予
算
編
成
と
財
政
健
全
化

に
取
り
組
む
予
算
編
成
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

市
長　

合
併
当
初
の
予
算
編

成
は
、
各
部
局
か
ら
の
要
求

を
一
件
ず
つ
審
査
す
る
査
定

方
式
で
、
18
年
度
か
ら
は
そ

の
年
度
に
見
込
ま
れ
る
予
算

枠
を
あ
ら
か
じ
め
各
部
局
に

配
分
し
、
そ
の
中
で
予
算
編

成
を
行
う
枠
配
分
方
式
を
採

用
し
ま
し
た
。
25
年
度
以
降

は
部
局
単
位
で
の
査
定
よ
り

市
全
体
か
ら
各
事
業
を
取
捨

選
択
し
た
ほ
う
が
、
効
果
的

な
優
先
順
位
、
位
置
づ
け
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
新
規
の

ソ
フ
ト
事
業
や
投
資
的
経
費

を
枠
配
分
か
ら
除
き
、
一
件

ご
と
に
査
定
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

25
年
度
は
例
年
以
上
に
厳

し
い
予
算
と
な
り
ま
す
が
、

施
策
の
見
直
し
を
行
い
徹
底

し
た
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組

む
視
点
で
事
業
の
精
査
を
し

ま
す
。

　

ま
た
、
25
年
度
か
ら
「
財

政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
第
２
版
」
と
な
る
健

全
化
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、

行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
拡

大
し
「
志
摩
市
財
政
健
全
化

会
議
」
の
設
置
を
図

り
ま
す
。

問　

財
政
健
全
化
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
行
政
だ
け
で

作
っ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
市
民
の
理
解

を
得
ら
れ
な
い
要
因

と
思
う
が
、
い
か
が

か
。

市
長　

現
在
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
行
政
主
導
で
作
り

ま
し
た
。
次
の
「
財

政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
２

版
」
で
は
、
理
解
を
い
た
だ

く
た
め
市
民
の
意
見
も
反
映

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

選
挙
公
約
で
参
考
に
す

る
と
し
た
篠
山
市
再
生
計
画

の
中
で
「
合
併
時
の
職
員
数

を
25
年
度
に
は
２
５
０
人
減

の
職
員
４
５
０
人
に
適
正

化
」
と
「
20
年
10
月
か
ら
実

施
し
て
い
る
職
員
給
与
10
％

引
き
下
げ
」
こ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
所
見
は
。

市
長　

極
め
て
参
考
に
な
る

意
見
で
す
の
で
胸
に
と
ど
め

て
お
き
ま
す
。
選
挙
公
約
に

書
き
ま
し
た
こ
と
は
、
私
の

強
い
決
意
表
明
で
す
。

「財政健全化」を
目指す

予算編成について
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この広報紙は、古紙配合率40％、白色度83％の再生紙と、
環境にやさしい植物油インキを使用しています。

編

集

後

記

言
葉
の
解
釈
は
難
し
い
。

あ
る
一
定
の
期
間
を
示
す
用

語
に
「
当
分
の
間
」
が
あ
る
。

法
則
は
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、

曖
昧
で
意
味
を
成
さ
な
い
よ

う
に
思
う
。
最
近
の
「
近
い

う
ち
」
な
ど
も
、
も
し
、
子

ど
も
か
ら
聞
か
れ
た
ら
、
親

は
ど
う
答
え
る
の
だ
ろ
う
。

今
、
国
も
自
治
体
も
厳
し

く
、
深
刻
な
状
況
に
直
面
し

て
い
る
。
国
の
姿
が
「
地
方

分
権
」
か
ら
「
地
方
主
権
」

へ
と
変
わ
っ
た
中
、市
は「
里

海
創
生
」
に
自
立
の
道
を
求

め
、
動
き
出
そ
う
と
し
て
い

る
が
、
掛
け
声
に
終
わ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
地
域
経
済
や

財
政
状
況
に
鑑
み
、
許
さ
れ

る
時
間
は
そ
う
多
く
な
い
、

大
胆
な
施
策
を
期
待
し
た
い
。

助
田　

時
夫

11
月

1
日　

第
２
回
臨
時
会

	

全
員
協
議
会

	

議
員
総
会

12
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

15
日　

正
副
委
員
長
会
議

19
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

	

協
議
会

	

福
岡
県
議
会
視
察
来
庁

20
日　

全
員
協
議
会

	

議
員
総
会

	

議
会
改
革
特
別
委
員
会

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

30
日
〜
12
月
21
日

	

第
4
回
定
例
会

12
月

12
日　

総
務
財
政
常
任
委
員
会

13
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

14
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

17
日　

予
算
特
別
委
員
会

	

全
員
協
議
会

18
日　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

19
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

1
月

9
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

16
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

18
日　

愛
知
県
日
進
市
議
会
視
察

来
庁

21
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

28
日　

長
野
県
千
曲
市
議
会
視
察

来
庁

29
日　

議
会
広
報
研
修
会

31
日	

議
員
研
修
会

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会
■

委 

員 

長　

山
下　
　

弘

副
委
員
長　

助
田　

時
夫

委　
　

員　

中
村　

和
晃

委　
　

員　

山
際　
　

優

委　
　

員　

小
河　

光
昭

委　
　

員　

坂
口　
　

洋

委　
　

員　

杉
本
三
八
一

志
摩
市
で
ぴ
か
っ
と
ひ
か
る
人
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
志
摩
市
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

初
め
て
登
茂
山
か
ら
英
虞
湾
の
夕
景
を
見
た
時
、こ
の
美

し
い
景
色
の
中
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
思
い
ま
し
た
。東

京
か
ら
登
茂
山
に
ア
ト
リ
エ
を
移
し
て
23
年
。こ
こ
の
透
明

な
光
に
魅
か
れ
て
多
く
の
画
家
が
訪
れ
る
、日
本
の
「
コ
ー

ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
」の
印
象
で
す
。

●
最
近
、
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

国
際
的
な
観
光
地
の
ご
み
集
積
場
は
観
光
道
路
に
は
出
て

い
ま
せ
ん
。
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
は
国
際
的
に
魅
力
的
な
観

光
地
で
す
が
、
夕
景
ス
ポ
ッ
ト
と
も
や
ま
展
望
台
に
行
く
ま

で
の
ご
み
集
積
箱
の
美
観
は
考
え
て
欲
し
い
で
す
ね
。

●
志
摩
市
で
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト（
景
色
等
）が
あ
れ
ば
教
え
て
下

さ
い
。

西
欧
か
ら
の
ア
ト
リ
エ
訪
問
客
は
年
間
何
名
か
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
外
国
人
の
視
線
か
ら
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
５
つ 

①
青
峰
山
・
正
福
寺
は
京
都
よ
り
静
か
と
評
判 
②
磯
部
の

伊
雑
宮 

③
片
田
・
麦
崎
の
夕
景 

④
横
山
か
ら
の
リ
ア
ス
式

風
景 

⑤
と
も
や
ま
の
日
没

●
今
後
の
志
摩
市
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
。

３
・
11
以
降
、
日
本
の
子
育
て
環
境
は
変
わ
り
ま
し
た
。

東
京
の
子
育
て
世
代
は
移
動
を
真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
が
、

ど
こ
へ
行
け
ば
よ
い
か
多
く
の
母
親

が
悩
ん
で
い
ま
す
。

志
摩
市
が
子
育
て
に
適
し
た
自
然

環
境
の
中
に
あ
る
こ
と
を
発
信
し
て

く
だ
さ
い
。

～アトリエ・エレマン・プレザン～ 大王町波切 佐 藤 　 肇 さん

《
開
催
日
時
》

　
平
成
25
年

２
月
26
日
〜
３
月
27
日

《
開
催
場
所
》

本
庁
舎 

6
階 

議
場
・
委
員
会
室

※�

審
議
内
容
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

定

次

例

回

会

予

の

定

「しまし議会だより」はボラン
ティア団体のご協力で、視覚障
がいのある人に音訳（朗読）テ
ープによる広報をお届けしてい
ます。

※
「
ア
ト
リ
エ
・
エ
レ
マ
ン
・
プ
レ
ザ
ン
」：
ダ
ウ

ン
症
の
人
た
ち
の
た
め
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ア
ト
リ
エ
。

志
摩
市
と
東
京
都
世
田
谷
区
の
２
カ
所
の
ア
ト
リ

エ
で
、
ダ
ウ
ン
症
の
人
た
ち
に
よ
る
絵
画
や
銅
版
画
、

彫
塑
な
ど
の
制
作
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
ア
ト
リ
エ
・
エ
レ
マ
ン
・
プ
レ
ザ
ン
の
宝

も
の
展
」
が
三
重
県
立
図
書
館
文
学
コ
ー
ナ
ー
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。（
平
成
25
年
３
月
10
日
ま
で
）


